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一.物事が動き出そうとする兆し。  
　 何かしようと起ころうとする兆し。
二.気色。気の色。見えないものを表す意。

現在地からのルート
（Googleマップ）

http://enafuruya.com/https://mannswines.com/

独特な空間、冷たさ、天井の低さ。
積み重なる時間と味わい。
昭和42年に建造した地下セラーを会場に
花又は自然そのものや、見えないものを
視覚的、感覚的に作品に落とし込みます。

目に見えぬ脅威に臆することなく
より良い生活、社会を生むために
動きだす氣色を。

期　間   ■ 2022年10月29日(土)-11月6日(日)
時　間   ■ 10:00 ～ 16:30   (最終受付16:00)
会　場   ■マンズワイン勝沼ワイナリー、地下セラー 
入場料   ■ 300円

マンズワイン60周年記念企画

けしき 【氣色】

古屋絵菜 個展

1962 年に誕生したマンズワイン勝沼ワイナリーは、山梨県内
で最大の生産量を誇り、最新技術や設備を駆使した施設であり
ながら、日本のワイン造りの歴史も感じていただけるワイナ
リーです。60 周年を記念した本企画では、山梨県で活躍する
染色家の古屋絵菜さんをお招きし、当施設の地下セラーにて
作品展示を行います。※感染症対策のため、入場制限を実施する場合がございます

山梨県生まれ。2011 年、武蔵野美術大学工芸工業デザイン科テキスタイル大学院修了。
染色作家である母の影響を幼少期から受け、武蔵野美術大学在学時にろうけつ染めを本格的に
スタート。現在も主にろうけつ染めを用いて、花をモチーフとした作品を制作・発表している。
2013 年にはNHK大河ドラマ『八重の桜』において、5月度のオープニングタイトルバック用に
作品を提供。昨年、ハーゲンダッツ抹茶 flavor の ART PACKAGE制作。近年は上海でも展示を
行い、その活動は日本国内にとどまらない。

1962 年「日本のぶどうによる日本のワイン造り」を目指し設立。
以来、半世紀以上にわたり、一貫して世界に誇れるワインを造りを目指し続ける。

古屋絵菜 | ena furuya

MANNS WINES | 勝沼ワイナリー

山梨県甲州市勝沼町山400　℡ 0553-44-2285


